
ウィズカレッジ‘23【市川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 120 千円

交付金額 60 千円

事業番号 1

●就業者は第一次産業において減少し、第二次、第三次産業において増
加している。
●直近のデータで女性の労働力率は48.1％、完全失業率は3.1％。労働
力状態は、20代前半で上昇するものの、30代に1度減少、40代にかけて
再び上昇する「M字カーブ」がある。

●女性向け再就職セミナーや起業セミナー、母子家庭の母等を雇い入れ
た事業主に対し、奨励金交付等を実施している。

●地域における女性の職業生活における活躍の推進を図ることを目的に、
様々な角度から講座、セミナー、講習等を実施し、女性の労働力率の底
上げを目指す。

開催回数目標（1回） 達成

●男女共同参画について市民が学ぶ機会をつくり、男女が対等に責任も
喜びも分かち合える男女共同参画社会づくりを目指すもの。
●男女共同参画週間に合わせて実施。

●地域や家庭等で男女共同参画の意識づくりが促進されることで、地域
での支え合い、家庭における家族の協力や助け合いの意識が醸成される
ことを目的とした内容とする。

●家庭教育学級
●子育て関連団体（市内NPO団体）
●千葉県男女共同参画課

●参加者を対象に実施したアンケートでは、「ジェンダーについて考えさせ
られた」「もっと多くの人に聞いてほしいと思った」「家庭の両親の在り方が
大切なのではと思った」などの感想があった

●大人に対して男女共同参画への意識づくりが行われるとともに、次代を
担う子どもたちがジェンダーバイアスにとらわれずに成長できるような子
育てを促進し、今だけでなく、将来的な男女共同参画推進にもつながる講
座になったと思われる。

●参加人数が伸び悩んでいることが課題である。

●地域全体で男女共同参画を推進していくには、より多くの市民に参加し
ていただくことが必要であるため、より広く周知を行っていくとともに、オン
ラインでの開催やアーカイブの配信等も検討を行う必要がある。



事業の概要

●多数の自治体が主催する講座で講師を務め、性差別

をなくす子育て等に関する著書を出版している弁護士

太田啓子氏を講師に迎え、「ジェンダー平等時代におけ

る子どもの育て方」に関する講座を実施。

●子どもの育て方だけでなく、性別役割分担意識やジェ

ンダーギャップ指数からわかる日本の現状に関する内

容も含め、男女共同参画の意識づくりの促進を図った。

●男女共同参画週間に合わせ実施。

【内容】

日本のジェンダーギャップ指数

性別役割分担意識

子育ての日常風景で感じる問題

子どものジェンダーステレオタイプはいつ生じるのか

マジョリティの特権 等

令和5年6月24日開催
ウィズカレッジ’23 性差別を植え付けない！ジェンダー平等時代にお
ける子どもの育て方について


	スライド番号 1
	スライド番号 2

